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１．行事報告 

【安全祈願祭】 

  去る、１月２１日(金)に三井アーバンホテル秋田において恒例の安全祈願祭を午後４

時から７７名が参加のもと開催いたしました。 

  神事は三吉神社宮司により執り行われ、工藤会長、佐々木秋田労働基準監督署長、佐

川秋田市建設部長が代表して玉串奉奠を行い、新しい年の工事の安全を祈願し、無事故

を誓い合いました。引き続き懇親会を行い、足利河辺建設業協会会長並びに珍田雄和建

設業協会会長からもご参加いただき、盛会裡に終了しました。 

 

２．新年のあいさつ廻り 
 
  １月７日(金)の午前 10 時に協会三役と運営・企画・工務三委員長が市役所を訪問し、 

佐竹市長、相場助役、松葉谷助役、佐々木収入役並びに関係部局長等幹部職員と面談し 

新年のあいさつと協会への指導、支援をお願いいたしました。 
 

3．建設工事等入札参加資格審査申請を忘れずに 

  秋田市および秋田市水道局が発注する建設工事の資格審査申請の受付期間は平成 17

年 2 月 10 日(木)までとなっております。 

  期間を経過しての申請はできませんので未提出の方は忘れずに申請書を秋田市財政部

契約課契約担当(電話 866-2165)へ提出してください。 
 

４．一人一人が心がけて欲しい省エネ 

  このたび｢全中建｣より冬季の省エネルギーに関する広報をお願いされております。 

  下記のことに重点をおいて省エネにつとめましょう。 

○ エアコン、ガス、石油ファンヒーター等の暖房器具は、室温が 20℃を目途に過度 

なにならないように設定し、不必要なつけっぱなしをやめましょう。 

  ○ 電気カーペット、電気こたつ等の温度調節はこまめに行いましょう。 

  ○ 他の用事をしている時に、テレビのつけっ放しはやめましょう。 

  ○ テレビ、ビデオ、携帯電話充電器等の電気製品を使用していない時は、主電源を

切り、コンセントからプラグを抜く習慣をつけましょう。 

   ●家庭での電気製品の待機時消費電力は家庭での消費電力の 1割近くもしめていま

す。リモコンでスイッチを切っても電力を消費する機器がたくさんあります。電

気製品の主電源をこまめに切り、また、携帯電話の充電器等は、充電が終了した

ら、コンセントからプラグを抜きましょう。 



  ○ 電灯は、白熱電球から蛍光灯へ取り換え、使わないときは消灯しましょう。 

   ●蛍光灯は白熱電球にくらべて、寿命が長く、消費電力が少ない。また省エネ型蛍

光灯へ換えると、さらに省エネになります。 

  ○ できるだけ家族団欒をしましょう。 

●家族団欒の時間を増やし、空いた部屋の証明や暖房は切るようにしましょう。 

  ○ 入浴時シャワーの流しっ放しはやめましょう。 

  ○ お風呂は、お湯が冷めないうちに連続して入浴しましょう。 

  ○ 温水洗浄便座は、温度設定をこまめに調節し、使わないときはふたを閉めるよう

にしましょう。 

   ●ふたを閉めると便座の放熱を防ぎ、省エネになります。 

  ○ 食器を洗うときには、給湯器の給湯温度を低くしましょう。 

  ○ 食器洗い乾燥機を使用するときは、まとめて洗い、温度調整もこまめに行いまし

ょう。 

  ○ 冷蔵庫を効率的に使用しましょう。 

   ●冷蔵庫に物を詰めすぎると冷気の流れが悪くなり、余分な電力を消費します。ま

た、壁から適切な間隔を空けて設置しましょう。 

  ○ 電気ポットを長時間使用しないときは、コンセントをプラグから抜きましょう。 

  ○ 炊飯器はできるだけ保温機能を使わないようにしましょう。 

  ○ 洗濯機を効率的に使用しましょう。 

   ●洗濯物は容量の 8割程度が効率的です。毎日洗うよりも、まとめて洗いましょう。 

  ○ 掃除機を効率的に使用しましょう。 

   ●掃除機を使用する際には、あらかじめ部屋を片付けた後、ゴミパックの手入れ等

を心がけ、効率的な使用に努めましょう。 

  ○ 複写機、ＦＡＸ機、パソコン等については、待機時に省電力モードに設定しまし 

ょう。 

  ○ 電気製品、自動車等を購入する際には、エネルギー効率の高いものを購入しまし

ょう。 

   ●省エネルギーラベリング制度の活用や、省エネ型製品普及推進優良店の利用等を

考慮しましょう。 

  ○ 最寄の階への移動は階段を利用し、エレベーター利用はなるべく控えましょう。 

  ○ 短距離の移動に際しては、自動車を利用せず、なるべく徒歩や自転車を利用しま 

しょう。 

  ○ エコドライブを心がけましょう。 

   ●自動車を利用する際は、駐停車時のアイドリングストップ、急発進、空ぶかしの

抑制、タイヤの空気圧の適正化を始めとする点検・整備の励行等の適正な使用に

心がけましょう。 
 


